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平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定

自
治
基
本
条
例
制
定
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
中
　
島
　
健
　
三

　
８
月
20
日
に
嘉
麻
市
、
８
月
23
日
に
う
き

は
市
で
自
治
基
本
条
例
の
先
進
地
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　
嘉
麻
市
は
本
年
６
月
に
議
会
で
の
議
決
を

受
け
条
例
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
う
き
は
市
の
自
治
基
本
条
例
は
「
う
き
は

市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
と
い
う

名
称
で
市
民
の
方
が
中
心
と
な
り
、
33
回
も

の
策
定
委
員
会
と
、
非
公
式
で
の
多
く
の
会

合
を
経
て
条
例
案
を
市
長
に
提
出
し
ま
し

た
。

　
う
き
は
市
の
基
本
条
例
は
未
完
成
で
あ
る

こ
と
を
前
提
に
、
５
年
に
１
度
条
例
の
見
直

し
を
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
委
員
会
で
は
現
在
提
案
さ
れ
て
い
る
条
例

案
を
逐
条
ご
と
に
審
査
し
、
調
査
検
討
を
続

け
る
こ
と
で
継
続
し
て
審
査
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
報
告

学
校
整
備
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
中
　
尾
　
ハ
ギ
子

　

宮
若
市
で
今
後
進
め
ら
れ
る
学
校
整
備

が
、
宮
若
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
子
ど
も
た
ち

や
市
民
に
と
っ
て
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ

う
調
査
研
究
を
す
る
た
め
、
６
月
議
会
で
決

議
さ
れ
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で
す
。

　
教
育
民
生
委
員
会
の
６
名
と
総
務
委
員
会

及
び
産
業
建
設
委
員
会
か
ら
選
出
の
各
２
名

か
ら
な
る
10
名
の
委
員
で
構
成
し
て
い
ま

す
。

　
ま
ず
、
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
校

整
備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
か

ら
経
過
説
明
を
受
け
、
「
宮
若
市
学
校
等
整

備
計
画
」
の
素
案
を
も
と
に
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

　
９
月
議
会
で
は
、
市
長
よ
り
こ
の
「
宮
若

市
学
校
等
整
備
計
画
（
中
学
校
、
若
宮
南
小

学
校
編
）
」
の
策
定
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ

れ
、
各
地
域
で
説
明
会
が
開
か
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
委
員
会
で
は
、
若
宮
南
小
学
校
の

統
合
や
新
設
中
学
校
開
校
に
向
け
た
必
要
な

項
目
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市

民
が
納
得
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通

学
で
き
る
に
は
ど
の
よ
う
な
条
件
整
備
を
整

え
る
こ
と
が
良
い
の
か
を
具
体
的
に
方
針
と

し
て
取
り
ま
と
め
、
今
後
の
議
会
に
報
告
し

た
い
考
え
で
す
。

開
催
日　
内
容

６
月
24
日　
正
副
委
員
長
の
互
選
…
委
員
長

＝
中
尾
ハ
ギ
子
、
副
委
員
長
＝
浜
崎
稔
哉

７
月
７
日　
こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
…

教
育
委
員
会
か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑

８
月
６
日　
整
備
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て
…

教
育
委
員
会
か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑

８
月
25
日　
資
料
請
求
（
①
～
⑤
）
の
回
答

に
つ
い
て
…
教
育
委
員
会
か
ら
説
明
を
受

け
、
質
疑

①
宮
若
市
平
成
29
年
度
目
標
人
口
３
２
，

０
０
０
人
時
の
児
童･

生
徒
数
の
予
想
値

②
再
編
後
の
教
職
員
の
配
置
予
定

③
教
材
品
に
係
る
保
護
者
負
担
分

④
通
学
に
お
け
る
バ
ス
利
用
時
料
金

⑤
通
学
路
一
覧
（
危
険
箇
所
を
示
し
た
も

の
）

認定第１号　平成21年度　一般会計・特別会計決算
会 計 名 歳 入 総 額 歳 出 総 額
一 般 会 計 175億3998万円 172億5403万円
国 民 健 康 保 険 34億2563万円 33億2510万円
老 人 保 健 6011万円 5418万円
後期高齢者医療 3億8371万円 3億7558万円
住宅新築資金等 4433万円 3784万円
簡 易 水 道 事 業 1億2189万円 1億2086万円
公共下水道事業 4億7729万円 4億6476万円
吉 川 財 産 区 107万円 85万円

認定第２号　平成21年度　水道事業会計決算
会 計 名 収 益 的 収 入 収 益 的 支 出
水 道 事 業 会 計 4億5979万円 4億9103万円

（
要
　
旨
）

委
員
長
　
松
　
尾
　
幸
　
主

　

収
支
に
つ
い
て
は
、
歳
入
合
計

１
７
５
億
３
９
９
８
万
円
に
対
し
、
歳
出
合

計
１
７
２
億
５
４
０
３
万
円
で
、
差
引
残
高

２
億
８
５
９
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
税
収
の
落
ち
込
み
や
予
定
納
税
に
係

る
還
付
金
等
の
増
加
で
、
「
単
年
度
収
支

額
」
は
５
億
１
６
７
７
万
８
千
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
。

答　
今
回
は
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
運

営
で
き
た
。
市
債
の
ピ
ー
ク
は
平
成
26

年
か
ら
27
年
に
な
り
、
そ
れ
以
降
は
改

善
さ
れ
る
。

　
問　
補
助
金
な
ど
を
受
け
取
っ
て
い
る
団
体

が
適
正
な
運
営
が
さ
れ
て
い
る
か
確
認

は
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

答　
予
算
査
定
時
に
資
料
を
提
出
さ
せ
判
断

し
て
お
り
、
繰
越
金
や
基
金
の
有
無
等

を
確
認
し
毎
年
判
断
し
て
い
る
。

問　
物
品
購
入
に
つ
い
て
市
内
業
者
を
優
先

す
べ
き
。

答　
１
６
０
品
目
の
会
計
物
品
を
10
社
で
見

積
り
入
札
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
３
社

が
市
内
業
者
で
、
会
計
物
品
以
外
は
各

所
管
で
発
注
し
て
い
る
。

問　

公
用
車
の
管
理
は
今
後
ど
う
す
る
の

か
。

答　
普
通
車
は
軽
自
動
車
に
し
、
リ
ー
ス
契

約
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
特
別
委
員
会
で
の
審
査
結
果

　
　
認
定
第
１
号　
賛
成
多
数
で
認
定

　
　
認
定
第
２
号　
全
員
賛
成
で
認
定

※
認
定
第
１
号
、
認
定
第
２
号
の
内
容

は
次
ペ
ー
ジ
上
段
に
記
載

市税　47億9300万円

市債　14億6121万円
交付金　7億4688万円
県支出金　9億8342万円

国庫支出金　33億2426万円

人件費	 24億3762万円

扶助費	 34億3534万円

公債費	 24億2075万円投資的経費　31億4231万円

物件費　17億4330万円

補助費等　24億2428万円

繰出金　13億2741万円
その他　1億7584万円

維持補修費　1億4718万円

地方交付税　37億5249万円

分担金・負担金	 1億6208万円
使用料・手数料	 3億8437万円

繰越金	 13億1626万円

その他	 6億1601万円

歳　入
175億3998万円

歳　出
172億5403万円
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委
員
長
　
中
　
島
　
健
　
三

�
少
子
化
の
進
行
に
よ
り
、
男
女
が
と
も
に

子
の
養
育
を
担
う
体
制
作
り
の
た
め
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

総
務
委
員
会

宮
若
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
主
な
内
容

�
配
偶
者
の
就
業
等
の
状
況
に
関
わ
り
な

く
、
育
児
を
行
う
職
員
の
早
出
遅
出
勤
務

及
び
時
間
外
勤
務
の
制
限
を
求
め
る
事
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

　
育
児
環
境
の
整
備
の
た
め
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容

�
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員

の
範
囲
の
見
直
し

（
現
行
）
配
偶
者
が
育
児
休
業
を
し
て
い

宮
若
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

る
場
合
な
ど
、
職
員
の
配
偶
者
が
常
態
と

し
て
養
育
で
き
る
場
合
、
育
児
休
業
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
改
正
）
配
偶
者
の
就
業
等
の
状
況
に
関

わ
り
な
く
職
員
は
育
児
休
業
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

�
再
度
の
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

特
別
の
事
情

（
現
行
）
育
児
休
業
の
取
得
は
原
則
１

回
。
配
偶
者
の
疾
病
な
ど
特
別
の
事
情
が

あ
る
場
合
を
除
き
、
再
度
の
育
児
休
業
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
改
正
）
子
の
出
生
か
ら
57
日
以
内
に
最

初
の
育
児
休
業
を
し
た
職
員
は
、
特
別
の

事
情
が
な
く
て
も
再
度
の
育
児
休
業
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。全

員
賛
成
で
可
決

委
員
長
　
塩
　
川
　
恭
　
子

　
毛
勝
総
合
公
園
を
整
備
す
る
に
あ
た
り
、

野
球
場
用
地
４
万
４
千
６
４
３
．
１
３
平

方
メ
ー
ト
ル
、
調
整
池
１
万
５
２
０
．

教
育
民
生
委
員
会

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

０
１
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
べ
面
積

５
万
５
千
１
６
３
．
１
４
平
方
メ
ー

ト
ル
を
宮
若
市
土
地
開
発
公
社
よ
り

１
億
１
４
４
万
５
千
１
４
円
で
取
得
す
る
も

の
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

宮
若
市
土
地
開
発
公
社
の
役
員
で
あ
り
ま
す

川
口
議
員
及
び
弓
削
田
議
員
を
除
斥
し
、
残

る
教
育
民
生
委
員
に
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

全
員
賛
成
で
可
決

　
自
立
支
援
法
の
内
容
や
経
過
、
市
内
の
状

況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
健
康
増
進
課

か
ら
は
、｢

障
害
者
自
立
支
援
法
は
５
年
の

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で

に
新
体
系
に
移
行
し
な
い
こ
と
に
は
施
設
の

経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
自
立
支
援
法
で
は
、
日
中
活
動
の
場

と
住
ま
い
の
場
を
分
け
て
事
業
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
旧
法
の
施
設
で
は
そ
の

た
め
の
整
備
が
必
要
。｣

と
の
説
明
を
う
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
者
か
ら
は
、「
昼･

夜
一
貫

し
た
指
導
体
制
で
、
個
々
の
能
力
を
伸
ば
し

て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
切
実
な
思
い
を
お

伺
い
し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、｢

障
害
者
の
福
祉
向
上
に
つ

い
て
は
、
我
々
議
員
は
良
く
な
る
方
向
へ
働

き
か
け
を
行
う
立
場
に
変
わ
り
は
な
い
が
、

法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
新
法
に
移

行
し
て
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と

奮
闘
し
て
い
る
事
業
所
も
あ
る
。
し
か
し
、

『
知
的
障
害
施
設
の
昼
夜
一
貫
し
た
指
導
体

制
施
設
の
存
続
を
強
く
求
め
ま
す
。』
と
い

う
項
目
は
、
障
害
の
あ
る
子
を
持
つ
親
御
さ

ん
の
切
実
な
る
思
い
で
あ
り
、
十
分
に
理
解

で
き
る
も
の
で
あ
る
。｣

と
い
っ
た
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

入
所
施
設
の
存
続
と
障
害
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
く
新
体
系
移
行
の
推
進
停
止

を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願
書

　
請
願
者
の
方
か
ら
「
新
法
の
動
向
を
見
な

が
ら
、
今
後
も
、
一
歩
一
歩
良
く
な
る
方
向

へ
運
動
を
続
け
て
い
く
。」
と
の
決
意
も
あ

り
ま
し
た
。

全
会
一
致
で
趣
旨
採
択

　　
６
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
た
陳
情

で
す
。
前
回
審
査
し
た
際
と
状
況
が
変
わ
っ

て
い
な
い
。
国
の
動
向
も
未
だ
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
と
し
て
、
全
会
一
致
で
「
継
続
す

べ
き
も
の
。」
と
決
し
て
い
ま
す
。

全
会
一
致
で
継
続
審
査

人
権
侵
害
救
済
法
の
成
立
に
反
対
す

る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長
　
島
　
本
　
昌
　
典

　
３
ヶ
月
以
上
の
家
賃
を
滞
納
し
て
い
る
市

営
住
宅
入
居
者
に
対
し
納
付
指
導
に
応
じ
な

い
者
、
10
名
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
３
名
が
納
付
し
た
の
で
、
実
質

７
名
に
対
し
、
民
事
調
停
の
申
立
て
を
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

　
若
宮
中
学
校
の
北
に
位
置
し
ま
す
梅
木
溜

池
の
老
朽
化
に
よ
る
災
害
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
当
該
溜
池
の
整
備
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

民
事
調
停
の
申
立
に
つ
い
て

土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　
乙
野
、
脇
田
、
湯
原
、
下
、
小
伏
地
区
を

対
象
と
し
た
、
吉
川
地
区
県
営
土
地
改
良
事

業
で
、
小
伏
地
区
の
換
地
処
分
を
行
う
に
当

た
り
、
字
の
区
域
の
変
更
を
要
す
る
議
案
で

あ
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

毛勝総合公園　野球場梅木溜池
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議決結果＝賛成多数で可決

　一般会計補正予算（第１号）中、総務委員会では、歳入補正全般、地方債補正、歳出の議会費を、教育民生
委員会では歳出の民生費、教育費を、産業建設委員会では歳出の衛生費、商工費、消防費、災害復旧費につい
て審査を行いました。

　予算執行は学校整備計画の住民説明会が終わった後でなければ住民の方々に対して逆なでするような事はし
ないよう求めての教育民生委員会の総意である。今回の再編は宮田町・若宮町合併協定書の学校の設置及び廃
止については必要であれば地域や保護者等の理解を得ながら、学校の統廃合も検討するとされており、これが
基本となっている。今、学校整備調査特別委員会が設置されている。地域、子供達にとってより良い学校再編
となるよう努めるのが議会の役割であり、責務ではないか。

　市長の権限は絶大である。本市においても様々な事業が行われているが、議員はその途中の計画に関与する
ことはできず、予算に対する判断しかできない。しかし、その時は結果が出ている。学校再編に関する設計委
託料の予算が計上されているが学校整備調査特別委員会は審査の途中である。特別委員会の結論を待って予算
を計上すべきである。現時点での予算計上は時期尚早である。

議決結果＝全員賛成で可決
議決結果＝全員賛成で可決

賛成討論

反対討論

１６７億７７２９万２千円

３億１３４３万５千円

１７０億９０７２万７千円

補正前の予算額

補　　正　　額

補正後の予算額

１億１１３１万１千円

６６６万８千円

１億１７９７万９千円

補正前の予算額

補　　正　　額

補正後の予算額

４億７２１２万２千円

１１０万５千円

４億７３２２万７千円

既 決 予 定 額

補 正 予 定 額

計

一般会計補正予算の主な内容

水道事業費

地デジ難視聴地区整備

災害復旧費

生活保護住宅手当扶助費

鞍商跡地調査設計委託料

５９７万円

２億４６８８万円

３１１万円

４９００万円

補　　正　　額内　　　　容

一般会計・特別会計　補正予算

宮若市一般会計補正予算（第１号）

宮若市簡易水道事業
特別会計

宮若市水道事業会計

議案番号 議　　案　　名 議決内容

議案第 43 号 民事調停の申立てについて 原案可決

議案第 44 号 宮若市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 原案可決

議案第 45 号 宮若市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 原案可決

議案第 46 号 土地改良事業の実施について 原案可決

議案第 47 号 字区域の変更について 原案可決

議案第 48 号 財産の取得について 原案可決

議案第 49 号 平成 22 年度宮若市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 50 号 平成 22 年度宮若市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 51 号 平成 22 年度宮若市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

認定第 １ 号

平成 21 年度宮若市一般会計歳入歳出決算認定について

原案認定

平成 21 年度宮若市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

平成 21 年度宮若市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について

平成 21 年度宮若市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

平成 21 年度宮若市住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

平成 21 年度宮若市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

平成 21 年度宮若市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

平成 21 年度宮若市吉川財産区特別会計歳入歳出決算認定につい
て

認定第 ２ 号 平成 21 年度宮若市水道事業会計決算認定について 原案認定

議案第 28 号 宮若市自治基本条例の制定について 継続審査

議員提出議案第 7 号 子宮頸がん予防措置実施の推進を求める意見書 原案可決

番　　号 請願及び陳情 議決内容

22 年請願第 2 号 入所施設の存続と障害者自立支援法に基く新体系移行の推進停止
を求める意見書提出の請願書 趣旨採択

22 年陳情第 5 号 人権侵害救済法の成立に反対する意見書の提出に関する陳情書 継続審査

「請願」・「陳情」とは 
市政に関する事柄について、直接市議会へ要望する方法として、「請願」と「陳情」があります。提出された請願は議会で
審議され、採択か不採択かが決められます。
採択された請願は市長に請願書を送付したり、関係機関に意見書や要望書を提出したりして、解決を図るように求めます。
請願には議員の紹介が必要となります。

審 議 結 果 報 告
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平
成
21
年
度
宮
若
市
行
財
政
改
革

実
施
計
画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）

の
進
捗
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
平
成
18
年
度
か

ら
平
成
22
年
度
ま
で
の
５
カ
年
に
お
い
て
、

総
額
32
億
90
万
円
の
目
標
に
対
し
、
１
年
前

倒
し
で
合
計
35
億
１
，
０
６
１
万
８
千
円
の

財
政
効
果
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
に
お
い
て
は
、
８
億
６
，
６

７
０
万
円
の
目
標
額
に
対
し
て
、
12
億
１
，

８
４
１
万
円
の
実
績
額
で
す
。

　
平
成
21
年
度
の
主
な
取
組
み
内
容
は
、
職

員
の
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化
な
ど

「
行
政
運
営
の
効
率
化
」
に
よ
り
６
億
８
，

２
９
０
万
８
千
円
、
市
税
等
の
収
納
率
の
向

上
並
び
に
滞
納
対
策
の
強
化
、
自
主
財
源
の

確
保
な
ど
「
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立
」
に

よ
り
５
億
１
，
８
１
０
万
７
千
円
、
公
共
施

設
の
効
率
的
な
運
用
に
よ
る
「
効
率
的
な
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
に
よ
り
１
，
７
３
９

万
５
千
円
の
財
政
効
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
７
月
発
生
梅
雨
前
線
豪

雨
被
害
と
対
応
に
つ
い
て

　
７
月
10
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
停
滞
し
た
梅

雨
前
線
豪
雨
は
、
降
り
始
め
か
ら
の
連
続
雨
量

が
４
０
５
．
５
ミ
リ
に
達
し
て
お
り
、
特
に
14

日
の
午
前
３
時
か
ら
４
時
ま
で
の
１
時
間
最
大

雨
量
は
４
２
ミ
リ
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
の
梅
雨
前

線
豪
雨
に
よ

り
、
市
内
の
被

害
報
告
が
２
０

０
件
に
達
し
て

お
り
、
こ
の
う

ち
、
道
路
河
川

等
の
公
共
施
設

で
は
、
単
独
災

害
復
旧
工
事
に

て
59
件
、
補
助
災
害
復
旧
工
事
に
て
５
件
の

対
応
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
農
業
施
設
で
は
、
単
独
災
害

復
旧
工
事
に
て
61
件
、
補
助
災
害
復
旧
工
事

に
て
15
件
の
対
応
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

宮
若
市
学
校
等
整
備
計
画（
中
学
校
、

若
宮
南
小
学
校
編
）の
策
定
に
つ
い
て

　　
平
成
20
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
報
告
し

た
宮
若
市
学
校
等
整
備
方
針
を
基
本
と
し

て
、
今
後
の
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め

の
具
体
的
な
学
校
づ
く
り
に
向
け
て
、
宮
若

市
学
校
等
整
備
計
画
（
中
学
校
、
若
宮
南
小

学
校
編
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
３
つ
の
章
及
び
資
料
編
で
構

成
し
て
お
り
、「
計
画
の
総
論
」「
基
本
計
画
」

「
今
後
の
学
校
整
備
に
向
け
て
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
詳
述
し
て
お
り
、
子
ど
も
達
が
集

団
生
活
を
通
し
て
互
い
に
学
び
、尊
重
し
合

い
、
幅
広
い
資
質
を
培
っ
て
、
様
々
な
困
難

に
も
果
敢
に
挑
戦
し
、
自
ら
未
来
を
切
り
拓

い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
達
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

若
宮
地
区
の
幼
稚
園
の
３
年
保
育
の

実
施
及
び
再
編
に
つ
い
て

　
保
護
者
か
ら
の
要
望
が
強
い
、
幼
稚
園
の

３
年
保
育
及
び
預
か
り
保
育
の
実
施
を
平
成

24
年
度
を
目
処

に
若
宮
地
区
で

試
行
的
に
実
施

し
、
同
時
に
若

宮
地
区
の
幼
稚

園
の
再
編
も
検

討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
３
年
保
育
の

実
施
は
、
異
年

齢
の
子
ど
も
同
士
の
交
流
の
機
会
を
増
加
さ

せ
る
も
の
で
、
子
ど
も
達
の
育
成
に
大
い
に

寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
市
長
報
告
１

◆
市
長
報
告
２

◆
市
長
報
告
３

◆
市
長
報
告
４

市
長
報
告

９
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
措
置
実
施
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

全
員
賛
成
で
可
決

　HPV（ヒトパピローマウイルス）感染が主な原因である子宮頸がんは、「予防できる
唯一のがん」と言われています。年間約1万5000人が新たに罹患し、約3500人が亡く
なっていると推計されていますが、近年、若年化傾向にあり、死亡率も高くなっていま
す。結婚前、妊娠前の罹患は女性の人生設計を大きく変えてしまいかねず、子宮頸がん
の予防対策が強く望まれています。 
　子宮頸がんの予防対策としては、予防ワクチンを接種すること、および予防検診（細
胞診・HPV検査）によってHPV感染の有無を定期的に検査し、前がん病変を早期に発見
することが挙げられます。
　昨年、子宮頸がん予防ワクチンが承認・発売開始となり、ワクチン接種が可能になり
ました。費用が高額なため、一部の自治体ではワクチン接種への公費助成を行なってい
ますが、居住地により接種機会に格差が生じることがないよう国の取り組みが望まれま
す。予防検診の実施についても同様に、自治体任せにするのではなく、受診機会を均て
ん化すべきです。
　よって、政府におかれては、子宮頸がんがワクチン接種と予防検診により発症を防ぐ
ことが可能であることを十分に認識していただき、以下の項目について実施していただ
くよう、強く要望します。 

記

一、子宮頸がん予防ワクチン接種の実施の推進
① 予防効果の高い特定年齢層への一斉接種および国による接種費用の全部補助
② 特定年齢層以外についても一部補助の実施
③ 居住地域を問わない接種機会の均てん化
④ ワクチンの安定供給の確保および新型ワクチンの開発に関する研究

一、子宮頸がん予防検診（細胞診・HPV検査）の実施の推進
① 特に必要な年齢を対象にした検診については国による全部補助
② 従来から行なわれている子宮頸がん検診を予防検診にまで拡大
③ 居住地域を問わない受診機会の均てん化

一、子宮頸がん及び子宮頸がんの予防に関する正しい知識の普及、相談体制等の整備

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　平成22年９月17日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県宮若市議会　議　長　  寳　部　　勝

内閣総理大臣　殿

厚生労働大臣　殿

子宮頸がんの予防措置実施の推進を求める意見書
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問　
何
を
根
拠
に
現
在
の

避
難
場
所
（
避
難
所
）
は

何
時
指
定
さ
れ
た
の
か
。

答　
市
長

　
本
市
の
避
難
場
所
に
つ

い
て
は
、
合
併
前
に
お
け

る
旧
両
町
の
避
難
場
所

の
状
況
を
踏
ま
え
、
公

共
・
公
共
的
施
設
を
基
本

に
「
住
民
が
良
く
知
っ
て

い
る
施
設
で
あ
る
こ
と
」

「
土
石
流
、
が
け
崩
れ
、

地
す
べ
り
等
の
土
砂
災
害

を
受
け
る
お
そ
れ
の
な
い

こ
と
」「
危
険
物
施
設
等

が
近
く
に
な
い
こ
と
」
さ

ら
に
、
人
家
等
か
ら
比
較

的
近
距
離
に
あ
る
こ
と
等

を
勘
案
し
、
平
成
19
年
３

月
策
定
の
宮
若
市
地
域
防

災
計
画
に
お
い
て
、
避
難

場
所
と
し
て
利
用
す
る
施

設
と
し
て
指
定
す
る
と
共

に
住
民
の
方
々
に
周
知
し

て
い
ま
す
。

問　
近
年
、避
難
場
所（
避

難
所
）
に
指
定
さ
れ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
避
難

者
が
避
難
で
き
な
い
と
い

う
状
況
は
な
か
っ
た
の

か
。
あ
る
な
ら
ば
、
見
直

し
を
す
べ
き
と
思
わ
れ
る

が
如
何
か
。

答　
市
長

　
去
る
７
月
の
梅
雨
前
線

豪
雨
で
は
、幸
い
に
し
て
、

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
等

の
発
令
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　
昨
年
７
月
の
中
国
・
九

州
北
部
豪
雨
を
は
じ
め
、

近
年
の
予
測
し
が
た
い
突

発
的
な
集
中
豪
雨
の
発
生

に
よ
り
、
一
部
の
避
難
場

所
運
営
に
影
響
が
及
ん
だ

こ
と
等
の
検
証
を
踏
ま

え
、
今
後
は
、
災
害
の
種

別
や
規
模
、要
避
難
者
数
、

地
理
的
条
件
等
を
勘
案
す

る
と
共
に
、
自
治
会
長

等
、
地
域
の
方
々
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
で
避
難
場

所
周
辺
の
被
災
状
況
を
的

確
に
把
握
し
、
公
共
・
公

共
的
施
設
を
避
難
場
所
と

し
て
、
住
民
の
方
々
に
周

知
し
て
い
き
ま
す
。

問　
本
市
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
約
90
パ
ー
セ

ン
ト
が
年
所
得
２
０
０
万

円
以
下
で
あ
る
。
年
所
得

２
０
０
万
円
の
４
人
家
族

で
29
万
５
千
円
の
国
民
健

康
保
険
料
の
負
担
を
し
い

ら
れ
て
い
る
。
支
払
い
能

力
を
は
る
か
に
超
え
る
国

民
健
康
保
険
で
す
。
こ
う

し
た
事
態
へ
の
根
本
的
な

打
開
策
を
う
た
な
い
一

方
、
政
府
は
国
民
健
康
保

険
の
広
域
化
を
推
進
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
ど
う
対

応
す
る
の
か
伺
う
。

答　
市
長

　
今
回
の
国
民
健
康
保
険

法
の
改
正
で
は
、
国
民
健

康
保
険
事
業
の
広
域
化
・

財
政
の
安
定
化
を
推
進
す

る
た
め
に
、
福
岡
県
で
も

同
方
針
の
策
定
に
向
け
た

作
業
に
着
手
し
て
お
り
ま

す
。

　
主
な
内
容
と
し
て
は
、

収
納
対
策
、
レ
セ
プ
ト
点

検
、
標
準
的
な
保
険
料
算

定
方
式
な
ど
で
す
。

問　
厚
生
労
働
省
の
国
民

健
康
保
険
課
長
が
「
市
町

村
に
よ
っ
て
は
大
幅
に
保

険
料
が
上
が
っ
た
り
と
大

き
な
変
動
が
生
じ
る
の

で
、
数
年
か
け
て
保
険
料

を
徐
々
に
平
準
化
し
て
い

か
ざ
る
を
得
な
い
」
と

言
っ
て
い
る
。
任
意
で
あ

る
な
ら
支
援
方
針
を
尊
重

す
る
の
か
。答　

市
民
生
活

課
長

　
本
年
12
月
の

支
援
方
針
を
見

て
今
後
の
動
向

を
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
う

し
、
値
上
げ
に

な
ら
な
い
か
心

配
し
て
い
ま
す
。

問　
集
中
管
理
体
制
は
問

題
な
く
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。

答　
市
長

　
宮
若
市
行
財
政
改
革
実

施
計
画
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
平
成
19
年
度

に
お
い
て
「
宮
若
市
公
用

車
管
理
計
画
」
を
策
定
し

集
中
管
理
す
る
こ
と
に
よ

り
、
経
営
の
削
減
を
図
る

と
と
も
に
、
管
理
、
運
行

を
効
率
化
し
、
保
有
台
数

の
適
正
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
公
用
車
は
36

台
を
集
中
管
理
し
て
い
ま

す
。
円
滑
な
運
行
が
出
来

る
よ
う
に
、
集
中
管
理
体

制
の
効
率
的
な
改
善
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

問　
水
害
に
対
す
る
本
市

の
対
策
に
つ
い
て
。

答　
市
長

　
平
成
21
年
・
22
年
の
集

中
豪
雨
に
お
け
る
市
内
の

県
道
及
び
市
道
の
道
路
冠

水
は
、
21
年
度
16
箇
所
、

22
年
度
７
箇
所
で
す
。
道

路
冠
水
の
要
因
は
、
様
々

な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る

が
直
接
的
に
は
近
年
の
特

徴
的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
短
時
間
に

局
地
的
な
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
排
水
路
及
び
河
川
等

の
排
水
処
理
能
力
を
超
え

た
降
雨
に
よ
り
発
生
し
、

本
市
の
末
端
放
流
先
の
一

級
河
川
犬
鳴
川
に
お
い
て

も
氾
濫
危
険
水
位
に
達
し

た
状
況
で
す
。
対
象
道
路

の
改
良
に
つ
い
て
は
、
周

辺
の
家
屋
や
農
地
等
の
地

形
条
件
等
に
も
影
響
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
現
状
は

困
難
で
す
。
今
後
は
、
本

市
の
道
路
・
河
川
等
の
整

備
事
業
を
進
め
て
上
で
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
防

災
対
策
を
考
慮
し
た
効
果

的
な
事
業
計
画
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問　
防
災
計
画
に
お
け
る

避
難
場
所
は
適
切
か
。

答　
市
長

　
本
市
の
避
難
場
所
は
、

合
併
前
に
お
け
る
旧
両
町

の
避
難
場
所
を
踏
ま
え
、

人
家
等
か
ら
比
較
的
近
距

離
に
あ
る
こ
と
を
勘
案
し

避
難
場
所
施
設
と
し
て
宮

若
市
地
域
防
災
計
画
に
指

定
す
る
と
と
も
に
防
災

マ
ッ
プ
等
に
よ
り
住
民
に

周
知
し
て
い
ま
す
。
利
用

に
あ
た
っ
て
は
、
災
害
の

種
別
や
規
模
、
要
避
難
者

数
、
地
理
的
条
件
等
を
勘

案
し
、
地
域
住
民
の
方
と

連
携
に
よ
り
、
避
難
場
所

周
辺
の
被
害
状
況
を
把
握

し
、
安
全
性
を
確
認
し
た

上
で
当
該
施
設
を
避
難
場

所
と
し
て
、
住
民
の
方
々

に
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
今
年
度
の
評
価
方
式

で
の
入
札
実
施
件
数
は
。

答　
市
長

　
入
札
・
契
約
制
度
改
革

の
一
環
と
し
て
の
総
合
評

価
方
式
導
入
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
の
指
導
を
受

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
現
在
、
対
象
工
事

の
種
別
・
規
模
・
工
法
の

決
定
方
法
及
び
外
部
委
員

会
の
設
置
な
ど
、
近
隣
で

試
行
的
に
実
施
し
て
い
る

自
治
体
の
事
例
等
も
踏
ま

え
、
具
体
的
な
実
施
要
領

に
つ
い
て
県
と
も
協
議
し

な
が
ら
集
約
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
時
期
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
中
に
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
自
立
支
援
法
の
も
と

で
移
行
し
、
施
設
退
去
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
障
害
者

に
対
す
る
行
政
の
住
宅
・

雇
用
対
策
に
つ
い
て
。

答　
市
長

　
平
成
18
年
度
に
施
行
さ

れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法

で
は
、入
所
サ
ー
ビ
ス
を
、

日
中
活
動
事
業
と
居
住
支

援
事
業
に
分
け
、
サ
ー
ビ

ス
の
組
み
合
わ
せ
を
選
択

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
旧
法
の
施
設
は
、
平

成
23
年
度
の
経
過
措
置
期

間
ま
で
に
自
立
支
援
法
へ

移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
旧
法
の
施
設
か
ら

自
立
支
援
法
の
「
施
設
入

所
支
援
」
に
移
行
し
た
場

合
は
、
障
害
程
度
区
分
４

以
上
（
50
歳
以
上
の
場
合

は
区
分
３
以
上
）
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
以
下
の
方
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
地
域
生
活

へ
の
居
住
支
援
と
し
て
、

自
立
支
援
法
に
基
づ
く
地

域
生
活
支
援
事
業
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
の
方
々

が
、
障
害
者
自
立
支
援
対

策
臨
時
特
例
交
付
金
を
活

用
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
ケ
ア
ホ
ー
ム
等
の
整

備
を
行
っ
て
い
た
だ
く
な

ど
、
地
域
の
社
会
資
源
の

活
用
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雇
用
対
策
に
つ

い
て
は
、
旧
法
の
施
設
が

自
立
支
援
法
へ
移
行
し
た

際
に
、
就
労
移
行
支
援
事

業
等
の
活
用
並
び
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
の
多
様
な
事

業
へ
の
新
規
参
入
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
障
害

者
雇
用
率
制
度
に
よ
る
法

定
雇
用
率
の
確
保
や
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
及
び
福
岡
県

中
央
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
雇
用
対
策

に
関
す
る
情
報
提
供
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一般質問一般質問 市市 政政 をを 問問 うう

避
難
場
所（
避
難
所
）の
見
直
し
に
つ
い
て

「
国
保
危
機
」の
現
段
階
と「
広
域
化
」に
つ
い
て
問
う

公
用
車
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
伺
う

入
札
改
革
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

谷口　重隆和田　善久

弓削田　敬大島　和武

み ほ ん

障
害
者
の
自
立

支
援
対
策
に
つ

い
て
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問　
宮
若
市
の
農
商
工
い

ず
れ
の
産
業
も
景
気
回
復

の
遅
れ
で
疲
弊
し
て
い

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

を
経
て
の
計
画
も
い
い

が
、
年
度
内
に
決
裁
し
実

施
す
る
こ
と
も
必
要
と
思

う
が
。

答　
市
長

　
平
成
20
年
度
よ
り
取
り

組
ん
で
い
る
農
・
商
・
工

連
携
事
業
は
、
商
品
開
発

や
販
売
戦
略
に
関
す
る
専

門
知
識
を
有
し
た
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
招
き
、
市
内
の

農
商
工
に
携
わ
る
方
々
を

委
員
と
し
た
、「
米
に
よ

る
連
携
委
員
会
」、「
観
光

開
発
委
員
会
」、「
地
産
地

消
委
員
会
」
を
組
織
し
て

取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま

す
。

　
本
年
度
は
、
緊
急
雇
用

創
出
事
業
を
活
用
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
会
活
動
の

中
か
ら
、
本
市
が
誇
れ
る

農
産
物
を
は
じ
め
と
し
た

特
産
品
の
販
売
戦
略
や
、

新
た
な
加
工
品
の
開
発
等

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
米
の
販

売
戦
略
の
一
環
と
し
て
、

ト
ヨ
タ
九
州
従
業
員
へ
の

米
の
販
売
や
、
毎
月
第
３

木
曜
日
に
は
吉
塚
駅
で
、

米
の
試
食
販
売
な
ど
を
実

施
し
、
ま
た
、
新
た
な
商

品
開
発
で
は
、
宮
若
産
巨

峰
レ
ー
ズ
ン
を
使
っ
た
ス

イ
ー
ツ
の
試
作
販
売
な
ど

を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
福
岡
市
な
ど

で
開
催
さ
れ
る
各
種
フ
ェ

ア
等
へ
の
、
特
産
品
の
出

品
な
ど
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
今
や
本
市
を
代
表

し
、
全
国
的
に
も
脚
光
を

浴
び
て
い
る
「
追
い
出
し

猫
」
に
つ
い
て
は
、
本
年

10
月
に
「
上
海
万
博
」
へ

の
出
品
も
決
定
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
基
礎
と
し
て
、

平
成
26
年
度
を
目
途
に
整

備
を
予
定
し
て
い
る
「
農

業
観
光
振
興
セ
ン
タ
ー
」

施
設
整
備
と
併
せ
て
産
業

振
興
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　
他
の
自
治
体
で
は
、

生
産
物
を
加
工
し
販
売
す

る
と
こ
ろ
ま
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
。
良
い
例
は

学
ぶ
べ
き
と
思
う
が
。

答　
市
長

　
近
隣
の
事
例
と
し
て
、

武
雄
市
で
は
、
有
害
鳥
獣

で
あ
る
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲

し
、
こ
れ
を
生
産
物
と
し

て
加
工
販
売
す
る
取
り
組

み
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ

て
お
り
、
他
市
町
村
に
お

い
て
も
、
行
政
と
し
て
の

色
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
先
進

事
例
等
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
取
り
組
み
可
能
な
対

策
に
つ
い
て
、
調
査
・
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　
市
民
の
声
を
ど
の
よ

う
に
聞
い
て
い
る
の
か
。

答　
市
長

　
総
合
計
画
な
ど
の
市
政

の
根
幹
に
係
る
計
画
の
策

定
に
お
い
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
や
公
募
市

民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
議
の
設
置
を
行
う
と
と

も
に
、
校
区
別
説
明
会
の

開
催
、
委
員
会
や
審
議
会

の
委
員
に
お
い
て
も
、
各

種
団
体
か
ら
市
民
代
表
と

し
て
参
画
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、
市
民
の
声
を
反
映

す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
各
自
治
会
を
通
じ
て
提

出
さ
れ
る
道
路
や
水
路
整

備
等
の
要
望
も
、
内
容
の

確
認
を
行
い
な
が
ら
必
要

な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
は
、

市
職
員
が
地
域
の
集
会
や

会
合
な
ど
に
出
向
き
、「
ま

ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
を

開
設
し
、
市
や
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
抱
え
る
課
題
や

問
題
点
等
を
市
民
と
行
政

が
共
有
し
て
い
ま
す
。

問　
整
備
計
画
の
内
容
を

お
聞
き
し
た
い
。

答　
教
育
長

　
今
回
策
定
し
た
学
校
等

整
備
計
画
は
、
学
校
再
編

の
必
要
性
、
再
編
の
枠
組

み
、
再
編
後
の
新
設
校
の

配
置
、
学
校
整
備
の
実
施

時
期
な
ど
に
つ
い
て
記
述

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

宮
田
中
学
校
と
宮
田
光
陵

中
学
校
を
再
編
し
、
新
設

校
を
旧
鞍
手
商
業
高
校
跡

地
に
配
置
し
、
宮
田
西
中

学
校
と
若
宮
中
学
校
を
再

編
し
、
新
設
校
を
若
宮
中

学
校
に
配
置
を
す
る
こ
と

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
設

中
学
校
を
平
成
25
年
度
開

校
と
し
、
若
宮
南
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年

度
に
若
宮
小
学
校
と
統
合

し
ま
す
。

問　
そ
の
他
子
供
を
取
り

巻
く
環
境
は
十
分
整
っ
て

い
る
の
か
。

答　
教
育
長

　

学
校
教
育
に
か
か
る

様
々
な
環
境
に
目
を
向
け

る
と
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が

十
分
に
整
っ
て
い
る
と
い

う
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
は
、
本
市
の
将

来
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も

た
ち
を
育
成
し
て
い
く
た

め
に
も
、
学
校
教
育
環
境

を
十
分
に
整
え
な
が
ら
教

育
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
本
市
に
お
け
る
高
齢

者
（
90
歳
以
上
）
の
状
況

は
。（
不
明
高
齢
者
は
本

市
に
あ
る
か
）

答　
市
長

　
平
成
22
年
８
月
４
日
現

在
、
宮
若
市
の
住
民
基
本

台
帳
及
び
外
国
人
登
録
者

の
う
ち
、
90
歳
以
上
の
高

齢
者
は
５
７
５
人
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
方
々
に
つ

い
て
、
概
ね
１
年
以
内
に

医
療
保
険
・
介
護
保
険
の

受
診
状
況
等
を
確
認
し
、

さ
ら
に
医
療
・
介
護
を
利

用
さ
れ
て
い
な
い
８
名
に

つ
い
て
は
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
に
訪
問
調
査

を
依
頼
し
、
全
員
の
所
在

を
確
認
し
て
お
り
、
宮
若

市
で
は
90
歳
以
上
の
不
明

高
齢
者
は
お
り
ま
せ
ん
。

問　

高
齢
者
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
及

び
そ
の
対
応
は
。

答　
市
長

　
介
護
保
険
地
域
支
援
事

業
と
し
て
、
特
定
高
齢
者

把
握
事
業
や
介
護
予
防
教

室
等
を
開
催
し
、
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
介
護
保
険
以
外
の
高
齢

者
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
者

　
生
き
が
い
活
動
支
援
通

所
事
業
と
し
て
、
比
較
的

元
気
な
高
齢
者
の
方
に
、

日
常
動
作
訓
練
・
生
き
が

い
活
動
等
の
各
種
サ
ー
ビ

ス
を
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
公
民
館
等
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
在
宅
介
護
の
総

合
的
な
相
談
に
応
じ
る
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
や
、
福
祉
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
事
業
、
老
人
日

常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
な
ど
の
見
守
り
事

業
は
、
本
年
度
よ
り
、
日

常
の
活
動
で
地
域
の
住
民

と
関
わ
り
の
あ
る
事
業
者

の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

事
業
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
養

護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

措
置
や
、
独
立
し
て
生
活

を
す
る
こ
と
が
不
安
な
高

齢
者
に
対
す
る
住
居
の
提

供
と
し
て
、
生
活
ハ
ウ
ス

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
生
き
が
い
対
策
と
し
ま

し
て
は
、
敬
老
祝
金
の
支

給
や
、
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
無
料
入
館
券
配
布
事

業
及
び
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
助
成
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

問　
採
石
場
閉
鎖
ま
で
の

又
、
今
日
ま
で
の
経
過
の

説
明
を
求
め
る
。

答　
市
長

　
龍
伸
鉱
業
は
龍
徳
地
区

に
お
い
て
、
町
有
地
を
借

地
し
て
砕
石
業
を
営
ん
で

い
ま
し
た
が
、
地
域
の
安

全
等
を
脅
か
す
違
法
な
砕

石
採
取
を
強
行
し
続
け
た

た
め
、当
時
の
宮
田
町
は
、

町
有
地
の
明
渡
し
と
、
損

害
賠
償
金
の
支
払
い
請
求

を
提
訴
し
、
平
成
14
年
10

月
９
日
に
全
面
勝
訴
の
判

決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
判
決
後
の
龍

伸
鉱
業
は
、
実
質
廃
業
・

破
産
し
た
休
業
状
態
と
な

り
、
支
払
う
意
思
も
能
力

も
な
い
と
判
断
せ
ざ
る
を

得
な
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、

跡
地
付
近
に
所
在
す
る
龍

伸
鉱
業
所
有
地
を
環
境
保

全
等
の
観
点
か
ら
取
得
し

て
い
ま
す
。

問　
跡
地
の
防
災
対
策
は

今
後
ど
う
す
る
の
か
。

答　
市
長

　
裁
判
の
過
程
で
、
周
辺

部
へ
被
害
を
及
ぼ
さ
な
い

必
要
最
小
限
の
防
災
対
策

を
基
本
と
し
た
、
跡
地
整

備
計
画
を
提
示
し
て
い
ま

す
。
防
災
対
策
に
つ
い
て

は
、
洪
水
調
整
機
能
と
泥

水
沈
砂
機
能
を
兼
ね
た
調

整
池
を
配
置
し
、
法
面
部

に
は
現
況
地
形
を
保
護
す

る
た
め
、
中
段
部
ま
で
の

盛
土
整
形
を
施
し
な
が

ら
、
元
の
山
林
に
戻
し
て

行
く
こ
と
を
基
本
と
し
た

取
り
組
み
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
議
会
の
議
決
な
し
に

地
役
権
設
定
、
補
償
金
の

代
理
受
領
、
土
地
の
名
義

変
更
が
出
来
る
の
か
。
法

的
根
拠
の
説
明
を
求
め
る
。

答　
市
長

　
い
ず
れ
の
土
地
も
、
大

正
15
年
の
、
宮
田
町
と
香

井
田
村
に
よ
る
町
村
合
併

時
の
村
議
会
議
決
等
、
過

去
の
経
緯
や
管
理
の
あ
り

方
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

総
合
的
な
判
断
が
な
さ

れ
、
当
事
者
間
で
取
り
交

わ
さ
れ
ま
し
た
約
定
等
に

基
づ
き
ま
し
て
、
所
有
権

移
転
手
続
き
が
な
さ
れ
る

と
と
も
に
、
九
州
電
力
の

地
役
権
設
定
が
な
さ
れ
、

補
償
金
が
支
払
わ
れ
た
も

の
で
す
。

一般質問一般質問 市市 政政 をを 問問 うう

産
業
振
興
に
即
効
性
の
あ
る
施
策
を

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
原
点
と
は
何
か

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

龍
伸
採
石
場
の
跡
地
の
防
災
対
策
を
伺
う

松尾　幸主中島　健三

中尾 ハギ子茅野　勝

宮
若
市
の
子
供
た
ち

が
豊
か
な
心
と
広
い

視
野
を
持
ち
、
未
来

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

た
め
ど
ん
な
環
境
づ

く
り
を
行
う
の
か
そ

の
方
針
を
問
う

本
城
新
立
１
６
１
３

の
１・
１
６
０
９
の

２
の
土
地
に
つ
い
て

尋
ね
る
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問　
制
度
は
医
療
費
の
増

大
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
か
。

答　
市
長

　
特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

該
当
者
及
び
予
備
軍
を
特

定
し
、
生
活
習
慣
病
改
善

の
た
め
の
指
導
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
深
刻
な
疾
患

へ
発
展
す
る
こ
と
の
予
防

を
目
的
と
し
て
お
り
、
将

来
的
な
医
療
費
の
伸
び
を

抑
制
す
る
た
め
の
一
つ
の

施
策
で
も
あ
り
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
方
が
こ
の

健
診
を
契
機
と
し
て
、
一

時
的
に
新
た
に
受
診
さ
れ

た
と
し
て
も
、
生
活
習
慣

病
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
将

来
的
に
は
全
体
の
医
療
費

の
抑
制
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。　

問　
健
診
後
の
要
指
導
者

の
率
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

答　
市
長

　
平
成
20
年
度
の
当
市
の

健
診
状
況
は
、
受
診
者

７
４
５
名
の
う
ち
、
生
活

習
慣
の
改
善
の
必
要
性
が

中
程
度
の
方
が
12
パ
ー
セ

ン
ト
の
89
名
、
よ
り
改
善

の
必
要
性
が
高
い
方
が
、

４・
３
パ
ー
セ
ン
ト
の
32

名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

割
合
は
福
岡
県
平
均
と
ほ

と
ん
ど
差
は
み
ら
れ
ま
せ

ん
。

　
今
後
、
未
受
診
者
へ
の

受
診
勧
奨
と
併
せ
て
、
支

援
・
指
導
す
べ
き
方
を
減

少
さ
せ
る
べ
く
、
効
果
的

な
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
問　
腹
囲
な
ど
の
基
準
で

人
の
健
康
が
測
れ
る
か
。

そ
の
根
拠
に
つ
い
て
。

答　
市
長

　
特
定
健
診
に
お
け
る
腹

囲
の
基
準
は
、
男
性
は
85

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、

女
性
は
90
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
上
と
な
っ
て
お
り
、

腹
囲
が
大
き
く
な
る
ほ
ど

生
活
習
慣
病
発
症
の
危
険

性
は
増
加
す
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
健
診
で
は

腹
囲
だ
け
で
な
く
、血
糖・

尿
検
査
や
血
圧
測
定
等
の

結
果
に
よ
り
総
合
的
に
リ

ス
ク
を
判
断
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
日
々
の
健

康
管
理
、
健
康
増
進
を
目

的
に
生
活
習
慣
そ
の
も
の

を
改
善
し
、
生
活
習
慣
病

の
発
症
を
未
然
に
防
げ
る

よ
う
、
啓
発
・
指
導
に
努

め
ま
す
。

問　
指
定
管
理
者
の
現
在

の
運
営
状
況
は
ど
う
か
。

答　
市
長

　
本
市
が
公
の
施
設
と
し

て
、
指
定
管
理
者
に
よ
る

管
理
を
行
わ
せ
て
い
る
施

設
は
、
６
施
設
で
議
会
の

議
決
を
経
て
指
定
管
理
者

の
指
定
を
受
け
て
お
り
、

公
の
施
設
と
し
て
の
設
置

の
目
的
、業
務
の
性
質
等
、

指
定
管
理
者
が
行
う
管
理

の
基
準
、
及
び
業
務
の
範

囲
を
遵
守
し
て
運
営
し
て

い
ま
す
。

問　
協
定
書
・
条
例
等
に

基
づ
く
施
設
等
の
運
営
は

適
正
か
。

答　
市
長

　
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
指

定
管
理
者
は
、
設
置
条
例

に
基
づ
き
、
協
定
書
等
を

遵
守
し
た
管
理
運
営
を
適

正
に
行
っ
て
い
る
と
判
断

し
て
い
ま
す
。

問　
行
政
指
導
・
改
善
勧

告
等
は
ど
う
か
。

答　
市
長

　
行
政
指
導
や
改
善
勧
告

等
に
該
当
す
る
よ
う
な
運

営
が
さ
れ
て
い
る
と
は
聞

い
て
い
ま
せ
ん
。

問　
子
育
て
に
つ
い
て
、

育
児
放
棄
・
虐
待
等
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
が
、
市
内

の
状
況
は
。

答　
市
長

　
本
市
に
で
は
、
虐
待
に

よ
る
死
亡
事
件
は
発
生
し

て
い
な
い
も
の
の
、
児
童

相
談
所
が
保
護
措
置
を

行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
り

ま
す
。

問　
相
談
件
数
・
通
報
等

は
。

答　
市
長

　
本
市
の
平
成
21
年
度
の

子
育
て
・
育
児
等
に
関
す

る
相
談
件
数
は
、
96
件
、

延
べ
２
，
４
０
９
件
で
、

こ
の
う
ち
、
児
童
虐
待
に

関
す
る
相
談
件
数
は
、
20

件
、
延
べ
６
２
５
件
。
ま

た
、
児
童
虐
待
等
の
通
報

は
６
件
で
す
。

問　
市
の
対
応・体
制
は
。

答　
市
長

　
児
童
の
虐
待
等
を
未
然

に
防
止
し
、
早
期
発
見
を

図
る
た
め
に
、
宮
若
市
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
宮
若
市
家
庭
児

童
相
談
員
を
２
名
配
置

し
、
子
育
て
の
悩
み
や
家

庭
問
題
に
関
す
る
各
種
相

談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
児
童
虐
待
等
が
発

生
し
た
場
合
は
、
福
岡
県

宗
像
児
童
相
談
所
と
連
携

し
、
児
童
の
一
時
保
護
措

置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
筑
豊
地
域
の
実
態
と

宮
若
市
の
状
況
に
つ
い
て
。

答　
市
長

　
県
内
の
状
況
は
「
毒
物

及
び
劇
物
取
締
法
」
に
よ

り
、
シ
ン
ナ
ー
等
乱
用

少
年
を
、
平
成
21
年
に

１
１
５
名
検
挙
、
補
導
。

検
挙
補
導
人
員
は
10
年
連

続
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
と

な
っ
て
い
る
。
シ
ン
ナ
ー

等
乱
用
少
年
が
、
筑
豊
地

域
全
体
で
38
人
検
挙
、
補

導
、
宮
若
市
が
３
人
、
内

訳
は
高
校
生
及
び
有
職
少

年
。「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」

で
は
筑
豊
地
域
５
人
宮
若

市
の
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
小
・
中
学
校
に
お
け

る
薬
物
乱
用
防
止
教
育
に

つ
い
て
。

答　
教
育
長

　

小
学
校
で
は
５
、６
年

生
、
中
学
校
で
は
３
年
生

を
中
心
に
保
健
の
時
間
に

学
習
し
て
い
ま
す
。
小
学

校
で
は
教
科
書
を
用
い
薬

物
乱
用
の
害
に
つ
い
て
、

中
学
校
で
は
教
科
書
を
用

い
た
り
、
外
部
の
講
師
と

し
て
警
察
官
を
招
き
学
習

を
進
め
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
誘
い
を
効
果
的
に

断
る
方
法
と
し
て
、
役

割
を
演
じ
て
練
習
す
る

「
ロ
ー
ル
・
プ
レ
イ
ン
グ
」

形
式
の
授
業
を
取
り
入
れ

る
学
校
も
増
え
て
い
ま
す
。

問　
庁
舎
及
び
出
先
機
関

を
含
む
公
共
施
設
の
受
動

喫
煙
対
策
に
つ
い
て
。

答　
市
長

　
健
康
増
進
法
の
趣
旨
を

踏
ま
え
庁
舎
及
び
出
先
機

関
を
含
む
公
共
施
設
で
の

屋
外
の
喫
煙
は
原
則
禁
止

と
し
て
お
り
、
喫
煙
場
所

に
つ
い
て
は
、
他
人
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
箇
所
に

喫
煙
場
所
を
設
置
す
る
な

ど
受
動
喫
煙
の
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。

問　
教
育
現
場
に
お
け
る

喫
煙
対
策
に
つ
い
て
。

答　
教
育
長

　
児
童
・
生
徒
に
は
、
薬

物
乱
用
防
止
教
育
の
中
で

喫
煙
の
及
ぼ
す
害
な
ど
の

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
喫
煙
対
策
で
は
、

全
て
の
学
校
で
施
設
内
禁

煙
或
い
は
分
煙
対
策
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問　
薬
物
乱
用
キ
ャ
ラ
バ

ン
カ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
。

答　
教
育
長

　
こ
の
事
業
は
、
青
少
年

の
薬
物
乱
用
防
止
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
啓
発
す

る
も
の
で
、
小
・
中
・
高

を
対
象
に
啓
発
指
導
を
行

う
も
の
で
す
。
全
国
で
８

台
・
福
岡
県
に
１
台
設
置

さ
れ
て
い
る
。
教
育
委
員

会
と
連
携
を
行
い
小
中
学

校
で
活
用
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
の
実
績
と
し
て
、
若

宮
西
小
学
校
が
実
施
し
て

い
ま
す
。

一般質問一般質問 市市 政政 をを 問問 うう

特
定
健
診
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
に
つ
い
て

シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
乱
用
防
止
対
策
に
つ
い
て

吉野　英史安永　友則

塩川　恭子

　
今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
、
国
際
交
流
事
業
を
去
る

８
月
17
日
か
ら
19
日
の
３
日
間
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
か
ら

は
宮
若
市
議
団
が
主
催
と
な
り
、
日
韓
の
中
学
校
か
ら
20
名

ず
つ
参
加
し
、
マ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
の
歓
迎
式
典
の
後
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
九
州
見
学
や
阿
蘇
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
、
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
等
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
最
初
は
言
葉
の
違
い
も

あ
り
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
次
第
に
打
ち
解
け
、
身
振

り
手
振
り
で
会
話
を
し
、
見
送
り
の
博
多
港
で
は
お
互
い
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
名
札
を
交
換
し
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
い

ま
し
た
。
来
年
度
は
韓
国
で
国
際
交
流
事
業
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
若
市
中
学
生
と
韓
国
晋
州
東
中
学
生
と
の

国
際
交
流
事
業
を
実
施

  市議会を傍聴してみませんか  
次の定例会は　12月7日火　からの予定です。

子
育
て
、
育
児

問
題
に
つ
い
て
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●
議
員
の
声
が
聞
き
取
り
に
く
い
方
が
い
ま

し
た
の
で
、
発
言
を
で
き
る
だ
け
分
か
り
や

す
く
短
く
し
て
い
た
だ
い
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。
ご
苦
労
様
。
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

50
代
　女
性

●
質
問
が
長
い
。
も
う
少
し
分
か
り
や
す

く
、
端
的
な
質
問
を
お
願
い
し
た
い
。

70
代
以
上
　男
性

●
本
会
議
の
み
な
ら
ず
、
各
委
員
会
も
出
来

れ
ば
傍
聴
し
た
い
時
が
あ
る
が
、
全
て
の
委

員
会
が
傍
聴
可
能
な
体
制
へ
し
て
頂
き
た

い
。

60
代
　男
性

編
集
委
員
会
よ
り
　本
会
議
は
傍
聴
可
能
で

す
。
委
員
会
は
委
員
長
の
許
可
が
あ
れ
ば
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
希
望
の
方

は
、
事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

ち
ょ
っ
と
一
言

まちのわだい
まちのわだい

委
員
長
　
　
中
　
尾
　
ハ
ギ
子

副
委
員
長
　
　
松
　
尾
　
幸
　
主

委
　
　
員
　
　
川
　
口
　
　
　
誠

委
　
　
員
　
　
吉
　
野
　
英
　
史

委
　
　
員
　
　
塩
　
川
　
恭
　
子

委
　
　
員
　
　
浜
　
崎
　
稔
　
哉

委
　
　
員
　
　
茅
　
野
　
　
　
勝

　
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
９
月
議
会
も
終
わ
り
、
私
に
と
っ

て
３
度
目
の
議
会
だ
よ
り
の
編
集
で

す
。

　
議
会
の
様
子
を
少
し
で
も
正
確
に

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
た
な
視

点
か
ら
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
々
に
、
こ

の
議
会
だ
よ
り
に
目
を
通
し
て
い
た

だ
き
、
市
政
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

浜
崎
　
稔
哉

編
集
後
記

編
集
後
記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

み
や
わ
か
市
議
会
だ
よ
り

み
や
わ
か
市
議
会
だ
よ
り

19号
2010
平
成
22年
11月
１
日

●
発
行
／
宮
若
市
議
会
　
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

●
〒
823-0011 福

岡
県
宮
若
市
宮
田
29-1

●
TEL 0949-32-1135／

FA
X 0949-32-9430

い
宮永踊り
「宮永踊り」は疫病退
治・五穀豊穣を祈願し奉
納される祭事で、宮永地
区の伝統行事として継承
されています。

子どもまつり
多くの参加者で賑わっ
た「子どもまつり」。

西鞍の丘運動公園
アビスパ福岡の選手を迎え
ての芝生フィールドのオー
プニングイベント。
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